
②
鋲
台
分
営
の
設
置

天
姫
路
城
内
に
一
中
隊
分
の
仮
営
舎
・
・
・
：
。
：
・
・
…
．
：
。
・
・
・
・
…

防
衛
研
究
所
図
諜
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

究
姫
路
仮
兵
舎
に
第
十
連
隊
の
一
中
隊
移
屯
…
：
．
：
．
…
・
・
．

防
衛
研
究
所
側
詳
館
所
蔵
陸
瓶
宵
大
日
記

合
姫
蹄
城
内
兵
舎
新
築
諦
負
人
の
募
集
：
。
…
飾
磨
雌
布
達

〈
一
姫
路
城
兵
営
建
築
に
つ
き
伺
：
：
。
：
・
・
・
：
…
：
…
：
：
：
：

防
衛
研
究
所
蹴
腓
館
所
蔵
陸
祁
満
日
誌

全
歩
兵
第
十
連
隊
の
編
制
と
雌
蹄
伝
港
：
。
…
：
：
．
．
：
．
：
：
；

防
術
研
究
所
図
宙
館
所
蔵
陸
乖
禰
日
誌

全
歩
兵
第
十
連
隊
姫
路
転
営
に
つ
き
人
民
心
得
…
：
：
．
；
：

飾
磨
県
布
達

一
二
一
毛
唾
霊
両
城
郭
修
理
費
額
に
つ
き
指
令
案
：
：
：
．
．
：
：
：

国
立
公
交
番
館
所
蔵
「
記
録
材
料
」
殻
按
簿

薑
奄
癌
罐
両
城
郭
保
存
の
儀
に
つ
き
再
伺
…
・
・
：
…
・
…
・
・
：

防
衛
研
究
所
園
番
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

二
毛
唾
鑑
両
城
郭
修
理
費
修
正
指
令
案
二
通
。
：
…
。
：
…

防
衛
研
究
所
図
蒋
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

七
一
〈
名
鑑
霊
城
郭
修
理
炎
に
つ
き
指
令
案
明
治
十
二
年
八
月

嗣
立
公
交
番
館
所
蔵
「
記
録
材
料
」
識
按
簿

喜
姫
路
城
郭
一
時
修
繕
饗
に
つ
き
指
令
案
：
：
・
・
…
…
…
。
：

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

｜
播
磨
国
風
土
記

岩
波
一
ｎ
本
古
典
文
学
大
系
」
２

伊
和
里
瞬
丘
卿
嘩
丘
沈
嶢
唾
一
健
唾
一
睡
唾
》
越
壺
一
理
症
遊
廓
土
中
上
、

右
、
号
二
伊
和
部
一
者
、
砿
幡
祁
伊
和
獅
等
族
、
到
来
屑
二
於
此
一
、

故
号
二
伊
和
部
一
、

所
一
二
以
号
二
手
苅
丘
一
者
、
近
同
之
神
、
到
二
於
此
処
一
、
以
レ
手
刈

レ
草
、
以
為
二
食
薦
一
、
故
号
二
手
苅
一
、
一
云
、
韓
人
等
、
始
来

之
時
、
不
し
識
し
用
し
鎌
、
但
以
レ
手
苅
レ
稲
、
故
云
二
手
苅
村
一
、

右
十
四
丘
者
、
己
詳
二
於
ド
｜
、
昔
、
大
汝
命
之
子
、
火
明
命
、

心
行
甚
強
、
是
以
、
父
神
忠
之
、
欲
二
遁
乗
一
之
、
乃
到
二
因
速

神
山
一
、
泄
二
其
子
一
汲
レ
水
、
未
し
還
以
前
、
即
発
船
遁
去
、
於
し

是
、
火
明
命
、
汲
レ
水
還
来
、
見
二
船
発
去
一
、
即
大
腫
怨
、
例

１
中
世
の
姫
路
城

一
史
料

姫
路
城
の
歴
史

ハ
ロ
ー

〈
己

ノ、ﾉ、

‐ご可
一

一
一一

〈
＠
つ

』
沁
牝

琶
九
』

壱
九
九

壱
九
〈

く
つ
二

〈
つ
三

起
二
風
波
一
、
追
二
迫
其
船
》
、
於
し
是
、
父
神
之
船
、
不
し
能
二
進

行
一
、
遂
被
二
打
破
一
、
所
以
、
其
処
号
二
船
丘
一
、
号
二
波
丘
一
、

琴
落
処
者
、
即
号
二
琴
神
丘
一
、
箱
落
処
者
、
即
号
一
箱
丘
》
、
統

厘
落
処
者
、
即
号
二
匝
丘
一
、
箕
落
処
者
、
価
号
二
箕
形
丘
一
、
蕊

落
処
者
、
例
日
二
謹
丘
一
、
稲
落
処
者
、
即
号
二
稲
牟
礼
丘
一
、
腎

落
処
者
、
即
号
二
冑
丘
一
、
沈
石
落
処
者
、
即
号
二
沈
石
丘
一
、
綱

落
処
者
、
即
号
二
藤
丘
一
、
鹿
蕗
処
者
、
即
り
こ
鹿
丘
一
、
犬
落
処

者
、
即
号
二
犬
丘
一
、
蚕
子
蕗
処
者
、
即
号
二
側
女
道
丘
一
、
爾
時
、

大
汝
神
、
謂
二
妻
弩
部
比
売
一
日
、
為
し
遁
二
悪
子
一
、
返
遇
二
風
波
一
、

被
二
太
辛
苦
一
哉
、
所
以
、
号
Ｒ
二
旗
塩
一
、
日
君
苦
斉
一
、

一
一
正
明
寺
石
造
板
碑
銘

正
明
寺
境
内

右
造
立
供
錐
為
者
、
有
縁
無
縁

貞
和
季
醗
音
九
日
嫌
謹

法
界
衆
惟
、
平
等
利
益
故
也（

ド
段
追
銘
）

此
石
仏
者
、
貞
和
」
年
中
所
し
作
者
旧
」

銘
詳
也
、
而
永
廃
」
匿
子
姫
山
上
下
美
」

（
各
）

偶
左
記
某
三
名
□
」
尽
レ
カ
以
移
二
於
江

厩
」
邸
正
明
寺
一
美
、
当
時
」
住
職
慧
潤
識

尖
城
内
居
住
の
者
換
地
代
金
支
給
に
つ
き
再
三
伺
・
…
…
：

六
通
。
：
。
：
：
…
：
：
：
：
：
国
立
公
文
書
館
所
蔵
公
文
録

巻
姫
路
城
郭
内
居
住
士
族
の
嘆
願
書
・
・
・
：
…
：
：
…
；
．
：
。
：

圃
立
公
文
群
館
所
蔵
公
文
録

空
姫
路
城
郭
内
居
住
士
族
邸
地
に
つ
き
兵
庫
県
内
陳
：
：
・
・

三
通
…
…
・
…
：
．
・
・
・
・
・
・
・
・
畑
立
公
文
謙
館
所
蔵
公
文
録

空
姫
路
城
内
居
住
士
族
邸
地
処
分
に
つ
き
調
査
局
意
見
：

一
・
通
．
．
…
・
・
・
・
・
・
：
．
：
：
：
．
脚
立
公
文
諜
館
所
蔵
公
文
録

奎
姫
路
城
内
崎
住
士
族
の
移
転
料
等
決
定
．
：
．
：
：
：
．
：
．
；
：

三
通
．
：
：
；
：
…
。
：
…
：
．
倒
立
公
文
謹
餓
所
蔵
公
文
録

茜
城
内
居
住
士
族
移
転
料
等
一
時
下
波
の
願
い
出
…
…
…

二
通
…
…
…
：
；
…
…
：
圃
立
公
文
謹
館
所
蔵
公
文
録

⑤
城
郭
内
居
住
士
族
の
立
ち
退
き

令
姫
路
城
内
居
住
の
者
立
ち
退
か
せ
の
儀
に
つ
き
伺
…
：
．

五
通
…
…
…
：
．
…
・
・
・
・
：
国
立
公
文
書
館
所
蔵
公
文
録

公
陸
軍
省
伺
に
対
す
る
太
政
官
決
定
二
通
．
…
：
…
・
…
・
・

含
姫
路
営
所
へ
入
営
兵
割
当
て
．
…
…
…
。
：
：
飾
磨
県
布
達

全
姫
路
営
所
火
薬
庫
新
築
に
つ
き
伺
・
・
・
・
：
：
：
…
：
。
…
・
・
…

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

会
西
ノ
丸
内
土
蔵
を
弾
薬
庫
武
器
庫
に
変
換
の
伺
…
…
。
：

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
陸
軍
省
大
日
記

渓
定
二
通
．
…
：

圃
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
録
：
・
・
：
く
ち

く
つ
四

ヘ
ロ
セ

〈
つ
ま

八
一
四

ノ､
一

一一

ハ
ロ
《

へ
一
五

ノ､
一

一

一

ハ
ー
ハ

ノ、
一

一

一
一

一
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右
、
此
山
苫
、
従
皇
刈
剛
力
｝
雌
し
為
。
｜
閲
地
｜
、
依
レ
ｆ
愛
川
「

恢
銭
壱
箇
応
何
文
、
称
名
矛
之
新
発
へ
永
代
允
渡
巾
所
災
也
、

然
上
苫
、
同
名
親
緬
中
哩
乱
と
族
在
し
之
什
、
為
伽
ｎ
代
之
御

沙
汰
一
、
曜
可
レ
打
』
成
敗
》
衿
也
、
佃
為
《
》
後
Ⅱ
｜
、
永
代
耕
券
状

Ｔ
０
Ｂ
ｅ
一
や

，
〃
映
し
“
Ｉ
（
村
力
）

１
１

卜
月
里
概

天
文
什
四
年
言
・
月
卜
し
Ⅲ

Ⅱ
（
花
押
）

称
名
寺
御
新
発
暇

請
祀
、
」
夫
子
レ
時
明
治
九
年
一
月

周
上
久
長
町
伊
藤
源
平

旋
同
船
井
正
平

人
一
本
松
池
内
脩
平

一
一
一
赤
松
則
祐
挙
状

安
積
家
文
書

安
職
出
羽
平
次
盛
兼
申
、
本
領
播
磨
国
安
積
保
下
司
・
公
文
両

職
、
丼
三
方
西
公
文
職
姫
道
村
田
畠
等
還
補
御
下
文
覗
、
申
状

謹
進
。
上
之
一
、
子
細
城
し
状
候
職
、
驍
兼
属
二
当
手
一
、
致
し
忠
候

之
間
、
執
申
候
、
可
し
被
し
経
二
御
沙
汰
一
候
哉
、
此
条
偽
申
候
者
、

可
三
罷
蒙
二
仏
神
御
罰
一
候
、
以
二
此
旨
》
可
レ
有
二
御
披
露
一
候
、

恐
慢
謹
言

（
赤
松
）

文
和
四
年
二
月
五
日
権
律
師
則
祐
（
裏
花
押
）

進
上
御
奉
行
所

四
赤
松
則
祐
挙
状

辮
城
安
秋
文
謙

安
職
川
羽
入
遊
熊
阿
子
息
右
近
将
慌
盛
兼
・
同
平
六
左
衛
門
入

遊
胤
阿
等
巾
、
木
航
播
應
阿
安
秋
保
舜
銅
両
職
井
三
芳
西
郷
公

女
雛
・
姫
逆
村
田
畠
等
逮
捕
御
下
文
事
、
申
状
謹
進
。
上
之
一
、

子
細
職
し
状
候
鰍
、
盛
兼
等
属
二
当
手
一
、
致
し
忠
候
之
間
、
執
申
侯

水
代
允
渡
申
山
之
蜥

東
ハ
タ
ワ
ノ
逆
切

介
姫
脇
山
西
岱
質
ナ
切
、

北
ハ
ョ
コ
道
ヲ
切

小
河
村

一
上
月
満
吉
知
行
不
知
行
分
目
録
な
ら
び
に
証
判播

磨
ｉ
月
交
評

所
々
知
行
分
Ⅱ
録
之
悦

脚
術
内
艮
碓
名
川
野
川
名
肥
塚
名
河
西
分

吋
分
川
本
分

一
〈
上
月
里
軒
山
地
売
券

／淫
『~1

服
明
寺
女
諏

芝
原
下

可
し
被
し
経
二
御
沙
汰
一
候
哉
、
若
此
状
偽
申
候
者
、
可
三
罷
二
蒙

仏
神
之
御
罰
一
候
、
以
二
此
旨
一
可
レ
有
二
御
披
露
一
候
、
恐
惇
謹
言

（
赤
松
）

貞
治
三
年
六
月
二
日
権
律
師
則
祐
（
裏
花
押
）

進
上
御
奉
行
所

三
助
大
夫
畠
地
売
券

正
明
寺
文
書

（
端
裂
蓄
）

「
真
木
内
地
利
分
う
り
げ
ん
」

永
代
売
渡
申
畠
之
事

在
所
姫
道
御
榊
束
門
之
口

妙
楽
寺
ノ
西
也
、
然
者
為
二

暮
雪
舗
脅
蕊
掌
誤

所
一
候
、
此
外
諸
公
事
無
し
之
候

（
一
イ
マ
）

右
、
件
畠
者
、
雌
し
為
二
重
代
相
伝
私
領
一
、
依
レ
有
二
用
要
一
、
直

銭
弐
貧
七
百
文
仁
、
母
里
藤
兵
衛
尉
殿
後
室
様
江
永
代
売
渡
申

所
実
正
也
、
加
レ
此
申
定
上
者
、
親
類
兄
弟
子
左
孫
ぺ
況
乎

於
二
他
人
一
、
遮
乱
煩
不
レ
可
レ
有
二
御
座
一
候
、
万
一
菟
角
申
仁
躰

出
来
候
者
、
任
二
此
旨
一
被
二
仰
分
一
、
為
二
公
方
一
、
堅
可
レ
被
し
処
二

罪
科
一
者
也
、
価
為
二
後
証
一
、
永
代
沽
券
状
如
レ
件

姫
道
村

永
禄
四
年
酔
十
二
月
廿
九
日

助
大
夫
花
押
）

後
室
様

参

一
束
細
工
所
半
分

（
注
）

一
検
住
所
務
半
分

ゞ
原
田
加
納
分
但
半
済

》
巾
野
村
半
済
分

坂
川
仙
腿
碓
名
と
内

§
尚
岡
北
条
三
男
分

↓
災
徴
西
伊
地
分

△
尼
卜
中
嶋
半
済
分

・
肛
智
庄
領
家
分

・
股
塩
庄
内
堀
祁
太
旧
燃
田
両
一
↓
人
分

．
：
↓
方
西
地
頭
分

・
呑
川
保
内
遊
久
名
砿
武
潴
形
部
三
郎
名

但
下
野
方
之
被
官
佐
野
三

一
法
恩
名
掘
織
碓
郎
左
術
門
尉
神
主
名
依
二
侘
言
一
免
副
除
之
一

郎
左
衛
門
尉

一
個
造
依
元
名

一
明
石
枝
吉
別
符
半
済

（
新
力
）

一
同
所
御
祈
保

一
同
所
細
工
所

（
橘
力
）

一
同
所
ド
津
端
内
余
田
半
済
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－

美
作
圃

二
尚
野
郷
内
綾
小
路
分

一
小
河
南
分

一
束
河
合
成
国
名
四
分
一
但
本
領
地

一
同
所
重
富
分
同
地

一
下
三
草
地
頭
分
同
地

美
作
扇

一
末
藤
名

一
坂
本
小
河
屋
敷
同
所
田
畠
等
那

不
知
行
分
所
々
穂
訴
訟
分

一
国
衙
内
忠
恒
名
或

一
太
田
半
済
之
辮

－凸

一
高
野
郷
内
宙
田
抑
入
村
之
内
小
河
分

一
新
給
之
地
所
を
覗
者
、
小
河
先
祖
光
阿
・
同
玄
助
安
蛸
之
御

判
、
録
仁
散
在
一
色
山
河
野
林
屋
敷
等
、
悉
在
し
之
、
然
問
、

巨
細
不
し
及
レ
注
、
自
然
用
所
之
時
者
、
猶
々
彼
目
録
引
合
、

九
鵤
荘
引
付
抄
出

太
子
町
斑
鳩
非
所
蔵

（
符
）

一
明
応
九
年
申
十
一
一
月
、
八
徳
山
◇
否
米
配
封
、
御
蒲
ヨ
リ
被

し
入
、
三
面
Ｌ
ハ
十
町
ト
ァ
リ
、
雌
し
然
代
を
免
除
曲
中
立
、
催
一
両

二
沙
汰
人
中
方
お
御
諦
二
泄
了
、
一
批
文
御
諦
両
奉
行
小
寺

方
・
薬
師
寺
方
へ
礼
流
行
文
、
小
納
所
礼
一
行
文
、
岸
方
二

両
文
、
お
ほ
牡
↓
方
礼
冊
文
、
口
疵
繩
代
三
両
文
、
使
者
ｎ
別

以
上
此
分
一
一
テ
落
居

一
文
岻
元
一
万
、
坂
元
城
並
、
請
人
夫
公
田
一
段
別
一
人
宛
、
Ｕ

（
符
）
（
符
）

シ
、
可
し
出
口
函
中
衛
配
封
入
、
当
庄
《
一
行
坐
ハ
ト
町
分
配
封
入

ｒ
、
坂
元
衛
罷
出
諸
役
免
除
由
堅
侘
言
、
浦
上
方
へ
面
疋
、

（
力
）

阿
保
方
へ
五
十
疋
、
中
村
与
三
郎
兵
衛
五
十
疋
、
兼
田
二
百

（
鍔
）
へ
分
ヵ
）

疋
、
惣
老
ダ
ル
間
備
中
方
へ
五
十
疋
以
上
此
ロ
ニ
テ
落
居

（
力
）

丁
、
但
十
ｕ
計
以
後
、
阿
保
方
ヨ
リ
謁
状
に
て
叉
違
乱
間
、

無
力
両
疋
避
ス
、
備
中
方
異
見
ナ
リ
、
悉
皆
無
為
也

（
符
）

一
同
年
六
月
茂
夫
配
封
被
し
入
、
沙
汰
人
中
方
使
者
ニ
テ
侘
言

櫛
田
庄
之
覗

穂
穣
余
田
亦

佐
用
内
名
字
之
地
峠
名
之
蛎

同
国
広
戸
分

文
明
九

八
月
十
七
日

上
月
左
近
将
監
殿

（
浦
上
）

則
宗
（
花
押
）

播
州
小
川
村
友
恒
分
井
大
野
郷
図
師
給
等
寺
庵
方
以
下
索
、
雌
二

小
河
一
族
等
歎
申
之
一
、
理
運
之
段
、
被
二
申
開
一
上
者
、
頑
而

被
二
仰
付
｜
誰
、
早
全
二
知
行
一
、
弥
可
レ
被
し
抽
二
忠
節
一
之
曲
也
、

佃
執
逹
如
レ
件

可
レ
被
二
成
敗
一
候
、
価
寺
社
領
以
同
前
候
、
叉
、
高
岡
之
事
、

満
寿
丸
母
一
期
之
後
者
、
惣
領
可
レ
為
二
進
退
一

一
福
永
名
八
千
草
村
多
田
等
之
事

一
貞
継
名
之
事
、
同
伊
和
西
信
次
名
之
覗
者
、
以
二
御
奉
書
一
雌
し

令
二
拝
領
一
、
阿
弥
陀
寺
依
二
侘
言
一
、
先
令
二
寄
附
一
候
、
能
々

存
知
可
し
被
し
下
候
、
惣
寺
領
モ
御
奉
書
内
也
、
是
者
先
度
免

除
畢

上
蝿
近
鵠
罐

文
明
拾
参
年
》
九
月
、

ｌ

満
寿
殿

小
寺
方
へ
百
疋
、
小
納
所
五
十
疋
、
岸
二
廿
疋
、
以
上
此
分

（
赤
松
政
則
）

落
居
、
但
松
泉
院
殿
御
代
ニ
ハ
礼
物
ま
て
も
ナ
キ
様
二
小
寺

方
状
二
兄
エ
タ
リ
、

一
同
年
八
月
、
、
秋
反
銭
配
符
、
御
蒲
よ
り
被
し
入
了
、
価
中
方

為
二
使
巻
一
一
↑
一
徹
二
面
文
、
奉
行
御
礼
一
一
両
文
、
お
ほ
枇
方
礼

二
百
文
、
額
田
方
両
五
十
文
、
沙
汰
人
炊
物
什
文
配
符
一
滴
、

此
分
に
て
落
居
了

一
同
八
月
日
、
就
二
八
徳
山
一
合
米
一
配
符
お
被
し
入
了
、
価
中

方
ｎ
Ｕ
－
責
文
、
両
奉
行
礼
鋤
娠
勃
方
五
両
文
小
納
所
↑

（
沙
汰
人
）

百
文
、
岸
方
一
昔
文
、
額
田
方
三
百
文
、
ｎ
Ⅱ
Ｕ
根
物
叶
交

配
符
一
宿
代
、
此
分
一
一
テ
落
居
了

（
永
眠
）
（
赤
松
）

一
同
十
八
年
正
月
廿
八
、
、
御
屋
形
義
村
様
東
方
賀
古
マ
テ
御

（
狼
）
（
赤
松
）
（
揖
東
郡
）

出
脹
、
同
二
月
二
日
二
下
野
守
村
秀
・
広
岡
殿
已
ド
大
田
ノ

（
機
）
（
足
利
地
丁
丸
）

城
マ
テ
御
出
帳
、
然
者
御
屋
形
様
若
君
様
ヲ
御
供
ニ
テ
御
着

（
村
宗
）

ノ
城
エ
御
馬
ヲ
被
し
寄
、
同
七
日
二
浦
上
掃
部
助
方
従
二
備
前

（
鵠
雑
）

ノ
三
石
ノ
城
一
室
津
言
プ
上
洛
、
然
〈
既
当
庄
近
辺
一
円
可
レ

為
二
合
戦
巷
一
由
必
定
ノ
間
、
色
々
制
札
已
下
其
計
略
ヲ
成
処

二
広
岡
殿
村
宗
卜
俄
二
御
一
味
ヲ
被
し
成
、
大
田
ノ
陣
破
テ
同

、

浦
上
則
宗
奉
書
折
紙

〆 右
為
一
↓
後
日
明
鏡
一
、
加
二
証
本
一
令
臺
書
二
写
之
一
詑

但
塩
近
将
監
満
寿
子
也

ｋ
月
次
郎
大
郎

干
時
元
穐
弐
年
粋
八
月
古
川

満
（
花
押
）

播
磨
上
月
文
謁
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も
日
乗
為
二
検
使
｜
罷
出
、
二
万
計
に
て
罷
出
及
二
合
戦
一
、
蝋

（
位
）
（
地
）

井
・
寺
蔵
院
両
城
、
大
塩
・
商
砂
・
庄
山
以
上
城
五
ヶ
所
落

去
候
、
侭
塩
・
御
蒋
・
脚
禰
懇
望
半
候
、
急
唆
呵
レ
為
二
一
途
｝

（
倣
職
）
（
勝
家
）

間
、
叩
《
御
心
安
一
候
、
ｒ
し
今
小
寺
机
拘
候
条
、
砿
而
柴
川
・

（
州
秀
力
）
（
及
秀
）

織
川
州
部
助
・
中
川
・
舟
判
八
郎
左
術
門
尉
四
頭
被
二
巾
付
一

候
、
・
″
血
千
可
し
右
し
之
候
、
近
Ⅱ
叩
し
為
ゞ
杵
艸
一
候
間
、

（
政
範
力
）
（
掃
力
）

即
時
一
一
小
寺
宇
野
中
付
、
野
州
一
統
候
て
、
？
一
而
一
一
在
艸

（
吹
潔
）

仕
、
字
撫
多
・
壹
↑
村
と
巾
談
、
天
神
山
根
切
叩
レ
被
一
仰
付
一

候
、
以
今
審
庄
山
一
一
陣
取
候

一
侭
農
者
、
壹
河
・
速
江
・
尾
張
・
淀
漉
・
江
州
・
北
伊
勢
之

（
北
風
典
繊
）

衆
卜
刀
計
に
て
、
国
司
へ
被
二
取
懸
一
候
、
卜
、
之
内
一
二
閏

平
均
た
る
山
候
間
、
菰
伊
倒
・
大
和
打
通
、
九
月
十
、
比
、

吹
可
レ
為
二
在
京
一
候
、
左
候
而
、
五
畿
内
・
紀
州
・
播
磨
・

丹
波
・
淡
路
・
丹
後
・
但
馬
・
若
狭
右
十
一
↑
ヶ
国
一
統
一
一
相

（
阿
波
）

〆
、
安
房
・
讃
岐
か
叉
ハ
越
前
か
へ
、
両
方
二
｜
方
可
レ
被
二

中
付
一
体
候
、
但
在
京
計
に
て
、
当
年
ハ
可
レ
有
二
遊
覧
一
も
不

し
存
候

（
阿
波
”
識

一
蝿
芸
覗
、
有
二
和
睦
一
、
信
長
と
弥
深
亜
被
二
仰
談
一
、
安
讃
根

十
一
日
ノ
夜
御
屋
形
方
之
衆
被
二
取
退
一
畢
、
然
間
、
下
野
守

（
ハ
）

殿
ワ
広
岡
殿
不
し
可
し
有
し
見
レ
剣
候
由
、
堅
御
契
約
ノ
間
、
御

兄
弟
ワ
其
分
一
一
テ
彼
大
田
一
一
御
勘
忍
、
然
間
、
御
着
ノ
若
公

様
御
供
ニ
テ
御
屋
形
取
御
退
候
、
其
間
ノ
政
所
ノ
支
配
十
三

賃
六
百
九
十
二
文
也

己
黒
田
宗
卜
・
山
脇
職
吉
連
署
折
紙

芥
田
晴
夫
文
雷

（
刑
）

中
嶋
村
内
形
部
少
輔
殿
御
分
、
光
連
名
下
地
五
段
四
十
代
、
分

米
弐
石
壱
斗
五
升
御
拘
之
由
候
処
、
麦
地
子
在
し
之
由
、
代
官

雌
し
被
し
申
候
、
先
々
無
し
之
、
支
証
明
鏡
之
上
者
、
於
二
向
後
一

不
し
可
レ
有
二
相
違
一
之
由
候
也
、
恐
惇
誰
言

天
文
十
一
山
脇
和
泉
守

七
月
州
日

轍
吉
（
花
押
）

照
田
入
道宗

卜
（
花
押
）

（
砿
脇
）

塁
陀
羅
院御

同
宿
中

一
一
朝
山
日
乗
書
状
案

「
益
剛
家
什
謝
」

『
大
円
本
史
料
』
第
十
編
之
三

（
棚
山
）

裏
醤
一
一
日
乗
状
案

三
織
田
信
長
黒
印
状
折
紙

媒
剛
家
交
謙

折
紙
井
小
寺
注
進
状
加
二
披
見
一
候
、
一
昨
、
’
四
小
寺
、
身
至
二

英
微
而
一
相
動
、
彼
者
共
罷
出
候
処
、
及
三
戦
一
、
即
追
崩
数

多
討
取
之
旨
、
尤
以
神
妙
候
、
弥
忠
節
専
一
候
由
、
能
女
可
二

中
間
一
候
、
官
兵
衛
尉
別
而
入
レ
情
之
旨
可
レ
然
候
、
相
心
得
可
二

申
聞
一
候
也

（
織
剛
僻
長
天
下
布
武
馬
蹄
縦
印
）

五
月
十
六
日
（
黒
印
）

（
村
乖
）

荒
木
摂
津
守
と
の
へ

猶
々
、
於
趣
者
、
弥
切
々
可
二
申
入
一
候
、
叉
御
内
用
濃
々

と
可
レ
蒙
レ
仰
候
、
如
二
御
存
分
一
調
之
儀
行
等
、
経
二
上
意
一
、

信
長
へ
も
御
取
分
申
候
て
、
御
た
の
ミ
の
こ
と
く
可
レ
致
二

調
法
一
候
、
信
長
事
、
何
様
と
も
可
二
申
談
一
之
由
被
レ
申
候
、

何
と
そ
御
縁
辺
申
談
度
之
由
候
、
御
分
別
候
て
可
レ
被
二
仰

越
一
候

急
度
申
入
候
、

一
白
紙
九
郎
左
二
て
被
二
仰
上
一
候
信
長
へ
の
御
返
事
、
則
京
著

候
、
一
女
申
渡
、
被
し
得
二
其
心
一
、
御
合
力
被
し
申
候

両
口
行
之
事

（
秀
吉
）
（
政
尚
）

一
為
二
雲
伯
因
三
ヶ
国
合
力
一
、
則
木
下
藤
吉
・
坂
井
右
近
両
人

二
五
畿
内
衆
二
万
計
被
二
相
副
｝
、
日
乗
為
二
検
使
一
罷
出
、
於
二

但
州
一
為
し
始
二
銀
山
・
子
盗
・
垣
屋
城
一
、
十
日
之
内
十
八
落

去
候
、
一
合
戦
に
て
加
レ
此
候
、
田
結
庄
・
観
音
寺
此
両
城
相

残
り
候
、
相
城
被
二
申
付
一
候
、
川
下
迄
も
不
二
罷
下
一
、
近
日

可
し
為
二
一
途
一
候
、
可
二
御
心
安
一
候

（
定
利
）

一
為
二
備
作
両
国
御
合
力
一
、
木
下
助
右
衛
門
尉
・
同
助
左
衛
門

（
長
治
）

尉
・
福
嶋
両
三
人
、
池
田
被
二
相
副
一
、
別
所
被
二
仰
出
一
、
是

岐
）
（
汝
源

切
頼
被
二
思
召
｝
と
候
て
、
祁
岡
寺
之
林
光
院
、
東
福
寺
之
見

令
兇
）

西
堂
上
使
二
被
二
仰
出
一
候
、
信
長
取
持
に
て
候
、
我
等
御
使

申
上
候
、
猶
追
々
可
二
巾
入
｝
候
、
叉
切
を
御
用
可
レ
被
二
仰
上
一

候
、
馳
走
任
一
御
心
一
候
、
恐
悌
纐
罵

（
水
禄
十
二
年
）

八
月
十
九
冊
ｎ
乗

（
禰
原
曲
俊
）
（
児
臘
沁
良
）
（
腓
ｔ
作
忠
）

沁
就
様
隔
左
児
↓
・
一
右
井
又

（
ｕ
羽
迦
尺
）

降
景
、
刑
牛
遠
山
越

（
雛
沁
飛
）
（
昨
ｌ
就
砿
）

元
春
桂
左
井
但
御
申

（
熊
容
斯
吹
）
（
天
野
僻
飛
）

輝
元
参
熊
兵
天
紀
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－_一 一
司一

（
天
正
五
年
）
（
梱
長
朱
印
）

九
月
六
日
○

小
寺
官
兵
術
尉
と
の
へ

臺
信
長
記
抄
出

岡
山
大
学
附
屈
図
謝
館

所
蔵
池
川
家
交
朧

（
人
１
閲
）
（
柵
爪
）

九
凡
．
Ⅲ
、
命
唾
荒
木
摂
津
守
足
も
血
に
稲
州
奥
祁
へ
相
働
、

人
厩
執
間
可
レ
参
之
旨
、
被
二
仰
付
｜
候

（
哩
幽
）
（
及
冷
）

．
〃
Ⅱ
Ｈ
、
獺
州
之
赤
松
・
別
所
・
小
寺
共
外
倒
衆
参
洛
候
て
、

ｌ御
礼
在
し
之

（
天
眼
山
年
）
（
承
餓
）

Ｉ
↓
月
十
・
一
ｎ
、
赤
松
・
別
所
・
浦
上
遠
江
§
浦
上
小
重
郎
隣

国
面
を
俸
参
洛
候
て
、
御
礼
在
し
之

○
「
陽
明
文
庫
」
本
を
底
本
と
す
る
角
川
文
庫
『
伯
長
公
記
』
で
は
、

（
耶
抑
）

「
赤
松
・
別
所
小
三
郎
・
別
所
係
布
衛
門
・
浦
上
遠
江
守
・
浦
上

小
次
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
大
血
五
年
）

正
月
十
門
、
、
御
上
洛
、
↑
・
条
妙
覚
寺
御
成
、
隣
国
之
而
を
竿
、

播
州
之
浦
上
遠
江
守
初
と
し
て
在
京
候
て
、
御
礼
申
上
候
、
天

下
之
鮭
被
弓
仰
付
一
、
正
月
汁
五
日
御
下

○
角
川
文
庫
『
偏
長
公
記
』
は
「
擶
州
の
浦
上
遠
江
守
・
別
所
小
三

郎
・
諾
州
の
武
田
各
在
京
候
て
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
天
正
ハ
年
）
（
宍
粟
）

四
月
廿
四
口
、
播
州
之
内
し
そ
郡
二
宇
野
民
部
楯
籠
候
、
彼
者

壼
羽
柴
秀
吉
自
筆
書
状
折
紙

黒
田
家
文
譜

（
鮫
）

な
を
、
Ｉ
、
其
方
と
我
ら
問
か
ら
の
き
〈
、
よ
そ
よ
り
入
念
さ
け

す
ミ
も
あ
る
ま
し
く
候
間
、
な
に
邪
を
も
そ
れ
へ
ま
か
せ
巾
候

て
も
、
よ
そ
よ
り
の
ひ
た
ち
あ
る
ま
し
く
候
、
入
も
は
や
ミ
お

よ
ひ
候
と
存
候
、
我
ら
に
く
ミ
巾
物
〈
其
方
ま
て
に
く
ミ
申
噸

お
る
へ
く
候
、
共
心
へ
候
て
、
や
う
し
ん
を
あ
る
へ
く
候
、
さ

い
ノ
、
〈
ね
ん
こ
ろ
一
一
わ
も
さ
れ
す
候
間
、
つ
い
て
を
も
て
ね

（
ん
脱
）

こ
ろ
二
可
申
入
候
、
此
交
：
『
ゑ
も
す
ま
し
く
候
間
、
さ
け
す
．
、
、

に
て
御
よ
ミ
あ
る
へ
く
候
、
以
上

内
点
の
御
状
う
け
給
、
い
ま
に
は
し
め
さ
る
と
申
な
か
ら
御
懇

（
段
）
（
雌
非
）
（
及
）
（
磯
）
（
弟
）

之
た
ん
、
せ
ひ
に
を
よ
は
す
候
、
其
方
の
き
く
我
ら
お
と
上
の

（
秀
長
）
（
同
燃
）
（
持
）

小
一
郎
め
と
せ
ん
に
心
や
す
く
存
候
問
、
な
に
事
を
ミ
な
ｊ
、

三
羽
柴
秀
吉
書
状

黒
田
家
文
書

（
海
田
知
僻
）

御
存
分
之
通
、
一
女
富
平
右
御
物
語
承
届
候
、
令
二
祝
着
一
候
、

向
後
別
而
何
様
に
も
無
二
隔
心
一
諸
事
可
二
申
談
一
候
、
恐
々
謹
言

（
天
正
五
年
）

羽
柴
筑
前
守

六
月
廿
三
日
秀
吉
（
花
押
）

小
寺
官
兵
衛
尉
殿御

宿
所

之
親
、
伯
父
樅
、
羽
柴
筑
前
推
詰
乗
取
、
頓
数
一
言
五
十
討
捕
、

そ
れ
よ
り
宇
野
下
野
守
居
城
へ
取
懸
、
是
叉
黄
破
、
髪
に
て
も

数
多
切
捨
、
共
後
、
宇
野
民
部
術
ハ
高
山
節
所
之
麓
を
焼
払
、

，
一
●
咽
ｒ

潅
ノ
ー
に
取
出
を
？
ヅ
申
付
、
丈
夫
に
人
数
入
侭
、
此
競
を
以

（
如
央
）

て
血
に
阿
伐
へ
被
取
懸
一
候
処
、
炭
州
へ
人
質
川
し
侭
候
荷
共
、

舟
に
取
乗
能
退
候
、
不
し
及
二
一
戦
一
阿
伐
之
寺
内
へ
打
人
、
羽

柴
筑
前
所
左
之
様
躰
兄
計
、
御
蛍
へ
人
数
入
侭
、
両
姓
共
呼
剛

し
、
御
領
中
指
出
藤
中
付
、
姫
路
に
宗
て
人
数
打
納
、
姫
路
〈

両
国
へ
之
道
遡
、
手
寄
也
、
其
上
御
敵
城
宇
野
民
部
所
へ
も
程

（
路
）

近
く
、
両
条
共
に
以
而
可
レ
然
郷
地
也
、
姫
地
に
可
レ
有
二
在
城
二
二

（
秀
艮
）

相
定
、
城
取
普
請
申
付
、
是
よ
り
筑
前
舎
弟
木
下
小
一
郎
二
人

数
鎧
加
、
但
賜
国
へ
乱
入
、
即
時
無
し
淵
申
付
、
木
下
小
一
郎
〈

（
火
）

小
田
垣
居
城
に
栫
、
手
之
者
共
兄
計
、
所
々
二
入
侭
、
両
国
平

均
候
之
、
誠
信
長
公
之
御
威
光
恭
御
悔
也
、
併
羽
柴
筑
前
一
身

之
以
二
覚
悟
一
、
両
国
被
一
申
付
一
候
桝
、
部
鄙
之
面
同
、
後
代
之

名
誉
、
不
二
申
足
一

（
直
談
）
（
以
）

申
と
も
、
其
方
ち
き
た
ん
の
も
て
、
せ
し
は
御
さ
は
き
あ
る
へ

く
候
、
此
く
に
一
一
お
い
て
〈
、
せ
し
よ
か
ら
〈
御
両
人
の
御
ち

（
油
断
）

さ
う
の
や
う
に
申
な
し
候
ま
里
、
其
方
も
御
ゆ
た
ん
候
て
く
、

（
退
屈
）

い
か
ノ
、
に
候
間
、
御
た
い
く
つ
な
く
、
せ
し
御
心
か
け
候
て
、

御
ち
さ
う
あ
る
へ
く
候
、
御
状
の
お
も
て
一
ノ
、
心
ゑ
存
候
、

か
し
ぐ（

天
正
五
年
）
（
筑
前
）

七
月
廿
三
日
ち
く
せ
ん

（
切
封
）

、

１
１
ノ

（
ウ
ワ
番
）（

小
寺
宮
兵
衛
）
（
筑
前
）

「
小
く
わ
ん
ま
い
る
御
返
覗
ち
く
せ
ん
」

○
こ
の
文
譜
「
黒
剛
家
譜
」
に
天
正
五
年
の
も
の
と
す
る
。
『
姫
路

城
史
』
は
天
正
四
年
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
「
御
両
人
」
は
小

寺
政
職
・
孝
高
主
従
を
さ
し
、
ま
た
「
せ
し
」
は
是
非
の
説
と
い

う
。

有動寵

監萎‘雷
篭簔童信
需業壽
室候状

棄菱撫
別、
而差
馳二

走蜑
雲柴

人式ロ

集謹＃
論候文
し、黙

○
角
川
文
庫
『
信
長
公
記
』
は
多
少
違
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
終
の

部
分
は
「
併
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
一
身
の
覚
悟
を
以
て
両
国
滞
り
な
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陸
助
祐
尚
、
四
男
左
馬
助
、
又
伊
与
守
子
千
松
丸
と
号
す
、
後
定
願
寺

性
存
法
師
、
満
祐
男
彦
次
郎
教
康
、
父
子
満
祐
就
上
意
悪
而
普
光
院
義

教
公
を
奉
討
、
其
後
合
戦
に
及
、
満
祐
謁
擶
州
の
内
城
山
城
に
て
自
害

す
、
彦
次
郎
〈
城
を
脱
川
、
伊
勢
の
阿
呵
を
頼
む
、
足
圃
側
の
雛
た
る

故
山
、
然
此
勢
ひ
限
て
以
終
、
襟
し
、
赤
松
家
絶
す

（
中
略
）

兵
部
少
榊
政
則
、
従
一
・
厭
化
、
小
名
次
郎
法
師
九
、
松
泉
院
と
号
ス
、

（
戎
祐
）

性
Ⅲ
奔
弟
似
い
守
義
雅
の
幼
思
ｒ
松
九
、
孫
方
乱
後
伊
与
守
後
宰
汀
州

の
小
倉
と
舞
阿
ｋ
に
秤
縁
に
付
、
ｒ
松
丸
峨
に
巡
ら
れ
江
州
に
鵬
て
川

家
し
て
勝
儒
性
存
と
号
す
、
其
性
存
の
子
次
郎
法
師
丸
な
り
、
此
時
五

歳
な
り
‘
先
堆
忍
料
と
し
て
加
蛍
半
脚
賜
り
㈹
其
後
又
年
功
に
依
て
元

の
如
く
三
ケ
掴
拝
領
す
、
是
政
則
也
．
応
仁
元
年
五
月
初
て
稲
磨
へ
入

部
し
添
磨
・
術
前
・
美
作
の
三
脚
悉
く
州
服
す
、
此
時
飾
束
郡
姫
路
の

城
に
居
住
す
、
其
後
文
明
五
年
に
同
祠
侭
塩
川
に
城
を
築
き
居
住
す
、

是
よ
り
以
来
代
と
此
城
に
住
ず
姫
路
〈
小
寺
伊
貧
守
か
ｆ
伊
勢
守
暇

職
相
代
て
瞬
城
す

（
中
酪
）

左
京
大
夫
義
祐
川
羽
守
と
号
す
、
峨
政
の
子
也
、
松
安
寺
永
儒
性
延
と

号
す
、
止
総
助
則
脇
義
祐
嫡
男
也
先
祖
円
心
よ
り
十
代
也
、
凧
山
宗

繁
と
号
す
、
羽
柴
筑
前
守
謡
州
打
入
の
時
，
度
を
忠
節
に
及
の
由
密
通

余
多
和
之
．
然
る
に
撫
東
郡
大
川
城
主
赤
松
彦
次
郎
範
突
く
則
房
の
弟

也
婦
州
の
旗
下
の
號
彦
次
郎
を
以
赤
松
家
の
惣
領
家
に
取
立
ん
と
す

則
屠
旗
引
せ
す
、
依
之
悶
中
の
誰
心
凌
に
則
畷
を
抜
き
彦
次
郎
に
随
而

く
申
付
け
ら
れ
候
辨
、
都
鄙
の
面
目
後
代
の
名
誉
こ
れ
に
過
ぐ
べ

か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。

播
州
し
そ
郡
二
蛎
龍
御
敵
、
宇
野
民
部
丞
、
六
月
五
ｎ
夜
中
一
一

（
夫
）
（
正
勝
）

退
散
、
木
下
平
太
輔
・
蜂
須
賀
小
六
追
懸
、
心
ば
せ
之
侍
と
も

帰
シ
合
ノ
ー
髪
か
し
こ
一
一
而
相
戦
、
歴
ノ
ー
之
者
共
数
十
人
討

捕
、
翌
日
蜂
須
賀
小
六
高
名
也

（
得
）

六
〃
（
日
、
此
競
を
以
而
、
因
幡
・
伯
嗜
両
国
境
目
に
至
而
相

働
、
所
点
一
一
被
レ
学
し
慨
之
処
一
一
東
国
之
御
人
数
発
向
之
由
申
候

て
、
可
二
馳
向
｜
、
行
く
一
切
無
し
之
、
国
端
之
城
主
縁
女
を
以

て
降
参
之
御
断
中
、
人
質
進
上
候
て
御
礼
中
上
、
羽
柴
筑
前
名

祷
不
除
可
し
過
し
之

し
角
川
文
庫
『
侭
是
公
記
』
は
「
人
質
進
上
候
て
御
礼
中
上
げ
候
は

ん
の
血
課
．
”
止
候
の
処
、
御
悦
び
斜
め
な
ら
ず
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉

条
を
名
蕎
の
旨
、
胴
長
公
御
感
な
さ
れ
候
キ
」
に
な
っ
て
い
る
。

永
川
カ
ズ
所
蔽

条
を

龍
野
町

一
当
龍
野
町
市
日
之
蛎
如
二
先
規
一
可
二
罷
立
一
噸

一
市
之
日
諸
商
人
ゑ
ら
む
へ
か
さ
る
郡

毛
羽
柴
秀
吉
制
札
拓
本

以
則
房
に
は
密
に
秀
吉
に
通
し
て
助
を
一
同
し
て
国
中
の
諸
士
の
城
塁

を
攻
な
り
、
此
後
播
州
悉
く
秀
吉
の
為
胸
一
同
に
平
均
し
き
、
則
房
を

は
壱
万
石
に
て
秀
吉
よ
り
阿
波
へ
移
さ
る
、
則
房
継
子
な
く
其
家
減
す
、

以
後
彦
次
郎
は
佃
馬
の
竹
川
の
城
に
化
し
て
左
兵
術
の
肘
と
改
号
す
、

終
に
秀
吉
の
為
に
鴇
せ
ら
る

（
中
略
）

伽
東
部
姫
路
城
秬
、
筑
前
守
貞
碗
、
法
希
仙
貞
、
六
十
九
歳
に
し
て
卒
、

円
心
二
列
也

側
城
主
小
寺
相
膜
守
頼
季
、
足
筑
前
守
貞
範
に
代
て
相
守
、
宇
野
氏
為
聟

当
城
相
摸
守
か
奨
男
小
寺
藤
兵
術
景
治
、
其
珊
小
寺
豊
後
守
景
軍
、

典
二
男
小
寺
伊
強
守
職
治
と
相
継
職
治
新
嘉
吉
の
乱
に
戦
死
し
て

中
絶
の
後
、
赤
松
政
則
家
岬
興
に
付
当
城
に
瞬
住
の
後
、
侭
塩
山
の

城
を
築
き
相
移
る
、
則
伊
賀
守
職
治
か
末
子
小
寺
加
賀
守
則
職
を
以

守
之
、
其
子
小
寺
美
漉
守
職
隆
継
て
相
定
処
に
秀
吉
の
為
に
天
正
四

年
の
六
月
父
子
備
後
納
の
城
へ
移
と
云
を
、
此
交
徒
相
違
せ
り
、
後

女
に
委
細
を
減
説
す
、
又
黒
川
官
兵
衛
孝
隆
〈
職
隆
か
養
子
と
云
を
、

又
越
智
黙
田
の
系
図
に
佐
を
木
黒
田
の
出
羽
守
宗
伝
を
曽
孫
、
右
近

大
夫
高
政
備
前
の
福
岡
邑
に
来
往
し
、
其
子
下
野
守
重
隆
‐
其
子
小

寺
美
濃
守
職
隆
、
父
重
降
を
伴
甦
ハ
角
義
秀
に
仕
ふ
と
、
其
実
を
知
ら

す
○
以
下
抄
出

飾
東
郡
庄
川
城
主
、
越
前
守
顕
則
是
〈
筑
前
守
貞
範
一
男
也

（
宍
）
粟

完
栗
郡
広
瀬
城
主
宇
野
下
総
守
、
是
〈
広
瀬
近
江
守
か
末
流
也
、
秀

こ
一
同
諸
公
事
役
不
し
可
レ
在
之
事

以
上

天
正
八
年
十
月
廿
八
円

藤
吉
郎
（
花
押
）

六
〈
参
考
〉
赤
松
播
城
録

東
京
大
学
史
料
編
墓
所
謄
写
本

赤
松
播
城
録

村
上
天
皇
皇
子
具
平
親
王
、
久
我
竹
園
を
し
め
給
ひ
、
其
八
代
の
後
胤

赤
松
円
心
な
り
、
播
州
赤
松
に
居
住
し
て
其
地
名
を
以
称
号
す
、
俗
名

治
郎
左
衛
門
則
村
、
出
家
之
後
号
法
雲
寺
殿
月
潭
円
心
大
居
士
、
正
四

位
上
播
磨
守
、
紋
左
巴
、
一
男
七
条
家
、
美
作
権
守
、
又
信
濃
守
範
資
、

（
肱
）

始
摂
州
尼
ヶ
崎
之
城
主
、
後
播
州
白
幡
城
主
、
二
男
伊
豆
守
筑
前
守
貞

範
、
法
名
世
貞
、
六
十
九
歳
に
し
て
卒
す
、
同
国
飾
東
郡
姫
路
城
主
也
、

三
男
摂
津
守
則
祐
、
法
名
律
師
、
応
安
四
年
十
一
月
卒
赤
穂
郡
苔
縄
城

主
也
、
四
男
弾
正
少
弼
氏
範
、
大
力
南
帝
の
方
へ
一
味
す
、
印
南
郡
志

方
城
韮
則
祐
嫡
男
上
総
介
義
則
昧
非
大
夫
、
二
男
有
馬
殿
出
羽
守
則

点
、
有
馬
型
一
両
の
城
主
也
、
三
両
左
術
門
佐
義
房
、
蓄
縄
城
主
躁
諏
剥

四
男
吉
剛
殿
、
後
に
撚
磨
守
貞
久
、
和
之
義
則
正
四
位
下
、
号
龍
徳
寺
、

明
徳
元
年
十
二
月
晦
日
山
名
氏
満
謀
反
を
企
、
京
都
内
野
迄
切
上
り
合

戦
に
及
、
義
則
者
戦
を
抽
て
此
賞
と
し
て
作
州
を
給
り
、
天
子
よ
り
鳳

剛
桐
の
紋
を
給
り
、
将
軍
よ
り
二
引
龍
の
紋
を
賜
ふ
、
則
祐
嫡
男
光
範

に
相
続
し
白
幡
の
城
主
と
し
て
延
齢
と
号
す
、
義
則
嫡
男
左
京
大
夫
満

祐
、
性
具
と
号
す
、
又
慈
林
寺
と
号
す
、
二
男
伊
与
守
義
雅
、
三
男
常
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滅
亡
廿
余
年
の
後
、
政
則
五
歳
の
時
長
禄
二
年
の
秋
家
臣
石
見
太
郎
雅

介
・
間
嶋
三
郎
雅
元
・
中
村
五
郎
祐
直
謀
琳
を
廻
ら
し
吉
野
に
至
り
南

帝
第
一
の
羅
寸
を
試
し
奉
り
三
種
の
神
宝
を
紫
閥
に
返
し
入
奉
り
、
此

忠
義
に
依
而
康
脈
二
年
七
月
将
軍
義
政
よ
り
恩
謝
を
象
り
再
ひ
家
を
興

し
加
伐
半
倒
を
給
ふ
、
応
仁
合
戦
細
川
勝
元
味
方
と
し
て
味
〃
に
功
布

故
‐
当
阿
を
領
す
、
足
山
名
宗
全
斑
卉
の
耶
功
に
擶
州
を
給
り
昨
余
年

髄
之
の
後
、
今
畦
敵
た
る
に
依
而
蛙
を
没
収
し
赤
松
家
の
川
地
故
政
則

に
賜
之
、
播
瞬
屯
而
又
加
る
に
術
前
・
美
作
を
以
て
す
、
故
に
応
仁
北

衡
力

作
瓦
月
姫
路
城
を
修
栄
し
蛙
に
鵬
住
す
、
文
明
沁
昨
己
趾
父
新
に
城
を

飾
西
郡
職
塩
川
起
築
、
是
に
作
す
、
姫
蹄
よ
り
｜
一
竜
北
な
り
、
喝
姫
脇

城
旧
例
に
任
せ
小
矛
氏
守
之

小
群
伊
勢
守
坐
職
、
文
明
元
年
赤
松
政
則
脱
塩
や
ま
の
城
に
移
、
豊
職

を
し
て
脅
城
を
ザ
ら
し
む

小
矛
加
賀
守
職
継
父
盤
職
の
譲
り
を
受
当
城
を
守
、
小
寺
越
後
守
則
職

父
逝
跡
を
諦
当
城
を
守
、
尺
旺
五
年
丁
朏
日
偏
愛
公
播
購
脚
羽
柴
筑
前

守
秀
吉
に
給
ふ
故
、
卜
月
廿
三
日
当
嗣
打
人
．
直
に
飾
西
郡
押
淳
山
に
薙

鵬
て
、
悉
く
往
古
の
寺
領
庄
閣
是
を
減
絶
す
、
後
評
写
の
東
麓
一
村
を

寄
附
す
、
同
所
内
山
の
縦
に
鴬
塞
以
移
居
之
、
籾
嬬
州
威
服
従
の
後
口

慨
塩
山
城
主
赤
松
上
総
助
則
藤
阿
州
に
移
ら
し
む
、
姫
蹄
城
主
小
寺
則

職
を
備
後
鞆
城
に
移
ら
し
む
、
此
時
赤
松
一
家
水
く
撚
州
を
雛
散
す

赤
松
記
に
は
、
小
寺
伊
役
守
職
治
嘉
吉
の
戦
死
に
城
主
中
絶
の
後
、
赤

松
政
則
家
再
興
に
付
当
城
を
修
復
し
居
住
の
後
、
政
則
よ
り
し
て
職
治

か
末
子
小
寺
加
鉦
守
則
職
を
以
是
を
守
ら
し
む

吉
の
為
に
落
城
す

飾
東
郡
安
田
城
主
、
魚
住
左
近
大
夫
範
吉
、
天
文
之
比

飾
西
郡
坂
本
天
神
山
城
主
、
魚
住
八
郎
左
術
門
治
吉
、
是
〈
同
氏
範
吉

か
弟
、
明
石
郡
魚
住
の
庄
の
城
主
魚
住
伊
予
守
天
正
に
落
城
す
、
三
木

と
一
味
の
故
な
り

（
宍
粟
）

完
栗
郡
山
崎
朝
水
城
主
、
釜
田
小
次
郎
範
春

一
屯
、

飾
東
郡
白
盛
地
侍
神
吉
市
左
衛
門
、
入
道
し
て
号
宗
翌

三
木
郡
三
木
城
主
、
別
所
肥
前
守
、
加
西
郡
よ
り
三
木
郡
二
移
り
、
是

当
城
主
の
始
な
り
、
嘉
吉
の
乱
に
思
助
五
郎
と
父
子
相
供
に
勢
州
に
て

自
害
す

同
城
主
加
盃
守
治
友
、
是
は
肥
前
守
次
男
也
、
治
友
に
息
子
十
三
人
有

同
城
主
大
蔵
少
輔
安
浩
、
四
品
の
侍
従
た
り
、
加
茂
守
か
嫡
子
也

同
城
主
小
三
郎
長
治
、
是
大
蔵
の
災
男
也
、
天
正
八
年
秀
吉
の
為
に
、

害
し
被
給
ふ

志
方
城
主
、
櫛
橘
左
京
進
伊
則
、
始
名
彦
三
郎
、
天
正
落
城
、
高
砂
在

城
梶
原

瑚
位
山
布
明
城
主
、
懸
川
休
夢
斎
浮
艇
、
号
安
芸
法
印
、
蛸
位
山
地
蔵

院
也
、
是
は
小
寺
美
淡
守
職
降
か
家
腫
躍
蝶
川
仁
方
術
門
孝
降
か
弟
也

印
南
郡
御
満
城
主
、
小
寺
禰
兵
術
孝
降
始
懇
、
仁
右
衛
門
と
云

天
〈
参
考
〉
赤
松
頼
母
則
元
家
説
抄
出
「
赤
松
稲
城
録
」
に
付
赦

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本

小
寺
氏
〈
元
赤
松
の
支
流
に
て
家
臣
也
、
円
心
よ
り
遙
以
前
の
支
流
也
、

’

本
文
の
伊
勢
守
豊
職
、
加
賀
守
職
継
両
人
赤
松
記
に
不
峨
之
、
又
本

文
の
越
後
守
則
職
ハ
加
賀
守
に
て
、
典
子
美
濃
守
職
隆
と
有
、
何
れ

か
是
な
ら
ん

又
加
変
守
則
職
、
天
正
四
年
六
月
秀
吉
の
為
に
備
後
の
納
城
入
移
、
同

十
月
十
八
日
八
十
》
一
歳
に
し
て
竿
す
、
臓
巌
性
朴
大
禅
定
川
と
号
す

考
る
に
、
秀
吉
播
州
人
阿
は
天
正
五
年
十
月
也
、
是
小
矛
官
兵
術
別

（
所
）処

家
と
談
し
て
伯
長
公
へ
中
脚
退
治
の
大
将
を
詰
取
故
な
り
、
其
冬

州
上
し
翌
年
の
三
月
初
頭
而
人
部
也
、
是
よ
り
播
州
処
を
攻
随
へ
同

八
年
の
正
月
三
木
落
城
す
、
依
之
秀
吉
評
写
山
の
陣
営
を
三
木
へ
移

（
唾
へ
）

さ
る
、
共
後
小
寺
向
兵
術
姫
脇
の
地
を
秀
作
に
送
り
、
ｎ
分
に
は
完

粟
力

栗
郡
山
崎
に
城
鼈
を
取
立
州
移
れ
り
、
如
斯
訴
蹟
よ
り
見
れ
は
、
小

寺
則
職
か
備
後
へ
移
れ
は
天
碓
四
年
五
年
の
内
に
は
非
す
、
則
降
か

子
小
寺
美
濃
守
職
降
父
と
共
に
備
後
へ
移
る
と
赤
松
記
に
在
を
以
見

れ
は
、
則
職
〈
天
硴
四
年
の
十
月
に
竿
し
、
其
ｆ
美
濃
守
代
に
成
、

術
後
へ
移
は
天
正
五
年
の
冬
秀
吉
擶
州
へ
打
入
〈
常
兵
衞
孝
降
衆
に

柚
ん
て
側
よ
り
な
れ
〈
天
止
五
年
の
比
〈
官
兵
術
姫
路
の
腹
た
る
様

に
相
見
へ
た
り
、
未
詳
、
又
術
後
へ
秀
庁
よ
り
移
せ
る
蒋
慥
な
ら
す
‐

秀
吉
中
脚
征
伐
〈
備
中
ま
て
に
し
て
、
尺
正
十
年
の
五
月
は
備
中
の

高
松
城
攻
な
り
、
其
節
偏
長
の
大
変
に
て
畿
内
へ
軍
を
被
帰
を
以
・
，

毛
利
と
和
睦
な
り
‐
此
和
儀
調
、
毛
利
七
ヶ
国
安
堵
の
内
の
備
後
に

て
是
よ
り
以
後
も
備
後
は
毛
利
の
領
分
也
、
又
赤
松
刈
腸
を
阿
州
へ

所
稗
の
聯
は
秀
吉
天
正
十
四
年
四
阿
征
伐
せ
し
め
両
郡
を
給
る
時
、

阿
州
を
蜂
須
賀
彦
右
衛
門
給
る
、
其
中
に
て
壱
万
桁
則
好
に
腸
た
り
、

太
平
記
の
時
代
、
小
寺
刑
部
少
輔
と
て
戦
功
の
者
あ
り
、
其
以
後
小
寺

若
狭
守
と
云
者
又
戦
功
の
者
あ
り
、
是
等
小
寺
相
模
守
の
一
族
か
不
詳

案
る
に
小
寺
官
兵
衛
孝
高
の
養
父
藤
兵
衛
、
又
美
濃
守
職
隆
と
云
人

不
詳
、
姫
路
の
城
主
小
寺
氏
の
事
〈
則
職
ま
て
に
て
絶
へ
た
り
、
此

末
始
末
考
小
寺
孝
高
小
寺
と
称
す
る
事
は
、
則
職
か
家
臣
た
る
処
に

ろ
脱
ヵ

則
職
か
家
絶
す
を
以
、
孝
高
か
自
称
す
る
処
也
、
又
孝
高
か
義
父
は

英
賀
の
玄
海
也
、
渠
を
小
寺
藤
兵
術
職
隆
と
云
は
潤
色
す
る
な
り

姫
路
城
主
代
を

赤
松
筑
前
守
貞
範
、
赤
松
播
磨
守
則
村
入
道
円
心
の
二
男
也
、
父
入
道

マ
、

〈
当
国
赤
穂
郡
白
幡
城
に
居
住
し
、
貞
範
を
し
て
在
去
を
拒
し
む
、
貞

和
年
中
営
を
飾
東
郡
姫
路
山
に
様
し
め
て
是
に
住
す
、
貞
範
当
城
主
始

な
り

（
付
）

小
寺
相
模
守
頼
季
、
当
国
多
可
郡
の
人
也
、
元
弘
乱
に
赤
松
に
ふ
し
赤

松
則
祐
と
共
に
大
塔
の
宮
に
仕
へ
吉
野
に
至
る
、
危
を
見
て
命
を
致
す

の
士
也
、
赤
松
の
氏
族
た
る
に
依
て
、
頼
季
を
し
て
此
城
を
守
ら
し
む
、

戊
範
の
長
子
越
前
守
顕
範
、
同
郡
庄
山
城
に
屑
ら
し
む
唯
斗
唖
唖
轆
痙

小
寺
藤
兵
衛
尉
景
治
継
父
頼
季
当
城
を
守
、
元
弘
・
建
武
の
乱
数
功

布
り
、
延
元
年
中
恩
地
左
近
太
郎
八
幡
山
に
龍
時
、
赤
松
の
一
族
馳
向

ひ
合
戦
す
、
景
治
戦
死
す

小
寺
豊
後
守
最
重
継
父
景
治
か
跡
当
城
主
、
嘉
吉
の
乱
に
戦
死
す

小
寺
伊
賀
守
職
治
、
父
景
重
か
談
を
受
、
当
城
に
居
、
嘉
吉
の
乱
赤
松

一
族
城
山
城
に
龍
城
、
此
時
景
重
、
職
治
父
子
戦
死
す

赤
松
兵
部
少
輔
政
則
、
赤
松
満
祐
か
弟
伊
与
守
義
雅
の
嫡
孫
也
、
一
族
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秀
吉
中
園
征
伐
の
節
に
非
す

赤
松
記
に
円
、
小
寺
美
濃
守
職
隆
是
則
隆
の
嫡
子
に
し
て
櫛
橋
氏
の
罫

な
り
、
父
と
共
に
備
後
へ
移
れ
り
、
其
家
長
黒
田
仁
右
衛
門
孝
隆
、
後

小
寺
官
兵
術
と
改
称
す

案
に
本
密
に
小
寺
美
濃
守
職
隆
共
名
な
し
、
英
賓
元
海
と
云
国
人
官

兵
衛
孝
隆
〈
呪
に
し
て
松
千
代
か
外
祖
父
に
て
渠
を
信
長
二
誘
引
し

て
異
心
な
き
由
を
申
た
り
、
此
元
海
か
一
通
を
官
兵
術
に
譲
与
す
、

官
兵
術
小
寺
と
称
す
る
に
依
て
其
父
を
美
濃
守
職
降
と
唱
る
は
元
海

か
噸
成
へ
し

小
寺
官
兵
衛
挙
降
齢
撫
銅
蛙
唯
岬
椚
岫
輕
嘩
守
其
跡
、
是
以
秀
吉
の
命
案

に
官
兵
衛
姫
路
城
を
守
〈
秀
吉
播
州
打
入
の
以
前
よ
り
也
、
併
打
入

以
前
は
則
降
在
城
す
と
い
へ
共
、
其
長
原
と
し
て
方
覗
を
執
謀
を
以

其
主
の
如
く
に
し
て
別
所
家
を
催
促
し
偏
躍
の
陣
代
を
請
取
、
秀
吉

入
同
よ
り
し
て
則
職
〈
脇
に
成
て
秀
脊
弥
共
主
た
る
噸
を
命
せ
る
か
、

未
詳
、
依
之
推
て
則
職
猫
寸
た
ら
し
む
る
か

（
連
）

依
之
孝
降
当
城
に
塒
、
秀
占
に
随
遂
す
、
天
服
九
年
辛
巳
箙
月
十
七
冊
、

別
所
家
滅
亡
し
て
秀
占
三
木
城
に
移
る
、
時
に
孝
降
秀
狩
に
告
て
日
、

此
城
伽
僻
也
、
我
脈
所
の
姫
路
川
〈
同
の
中
央
に
し
て
舟
筏
の
便
り
打

飼
主
の
可
勝
地
也
と
、
依
之
其
身
〈
同
郡
南
斐
鹿
の
岡
府
山
に
退
て
班

城
緊
を
経
憐
し
て
移
之
、
同
年
三
月
秀
吉
移
之
、
改
て
当
城
を
造
立
す
、

今
太
閤
丸
と
云
、
外
二
天
守
有
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
天
正
九
年
三
月

当
城
に
移
る
、
翌
年
の
赤
以
中
国
の
西
方
へ
赴
く
、
使
舎
弟
羽
柴
小
市

郎
秀
長
当
城
を
守

二
姫
路
築
城

岡
山
大
学
附
属
図
郷
館
所
蔵
池
、
家
文
庫

慶
長
六
年
辛
丑

宴
台
徳
廟
於
大
坂
邸
修
姫
路
城

（
中
略
）
今
年
播
州
検
地
あ
り
、
姫
山
鍬
岬
坐
“
拙
い
鉱
軸
唖
画
麹

軸
祠
唾
識
堆
翫
渇
蝉
酬
罐
辨
諦
酬
轆
一
壼
別
毛
訓
嘩
蛎
の
下
な
る
宿
村
・

中
村
・
国
府
寺
村
の
三
村
を
も
合
て
皆
姫
路
と
号
す
、
元
来
城

地
狭
院
な
れ
は
伊
木
長
門
に
命
せ
ら
れ
再
興
あ
る
、
伊
木
引
繩

し
て
五
重
の
天
主
を
作
り
毒
誇
鉦
碓
粍
浄
虹
琢
僻
恥
種
油
内
外
之

郭
を
ひ
ろ
め
八
十
八
町
之
市
鄭
を
開
き
噸
浄
稀
躰
鋤
奪
薊
率
韮
雷

季
崎
垂
酷
謂
托
雪
穂
櫛
罷
聿
座
劃
靴
』
奉
率
九
年
に
し
て
功
成
ぬ
詫

に
慶
長
十
三
年
よ
り
土
木
を
は
し
め
同
十
四
年
に
成
就
せ
し
と
記
す
、

此
説
信
し
か
た
し
、
い
か
て
如
此
普
請
一
年
に
功
終
る
へ
き
や
、
追
を

普
請
あ
っ
て
十
四
年
に
至
り
大
概
に
成
し
な
る
へ
し
、
其
証
は
城
外
之

惣
門
石
壁
等
〈
本
多
美
澱
守
忠
政
城
主
た
り
し
時
に
元
和
年
中
に
全
備

垂
鯉
冤
い
蕊
籠
塑
鵠
瀧
蕊
錨
鶴
学
、
叉

２
近
世
の
姫
路
城

(1)

池
田
輝
政
の
築
城

’

羽
柴
美
濃
守
秀
長
、
天
正
十
年
の
春
よ
り
同
十
三
年
に
至
、
居
城
四
年

に
し
て
和
州
の
郡
山
修
城
に
移
居
住
す
齢
翻
緤
劫
獅
郷
後

今
伽
力

木
下
肥
後
守
家
定
唾
痴
罐
雌
蕊
離
緋
織
彬
癖
需
岬
天
正
士
一
扉

よ
り
家
定
当
城
を
守
、
禄
四
万
石
を
賜
ふ

木
下
右
衛
門
大
夫
勝
忠
号
延
俊
家
定
か
三
男
に
て
父
代
当
城
を
守
、

禄
四
万
五
千
石
を
賜
ふ
、
慶
長
五
年
庚
子
の
冬
、
豊
後
の
、
出
に
移
、

父
子
合
て
十
四
年
当
城
を
守
る
鑑
嘩
訊
粋

池
剛
三
左
衛
門
輝
政
、
慶
長
五
年
当
播
磨
一
国
を
賜
、
姫
路
城
に
住
、

少
将
に
任
す
、
其
後
備
前
・
淡
州
を
加
給
ふ
、
依
之
縄
入
百
万
石
の
高

に
給
、
姫
路
山
下
宿
村
・
中
村
・
悶
府
寺
村
の
三
邑
へ
広
郭
内
城
外
一
一

マ
マ

割
八
十
八
町
市
埜
を
立
、
同
九
年
の
春
よ
り
当
城
を
再
興
す
思
慮
有
の

座

由
な
り
、
是
よ
り
山
上
山
下
総
て
姫
路
と
名
付
、
同
十
三
年
の
夏
迄
に

五
重
の
天
守
の
石
壁
・
城
南
の
大
浬
州
来
す
、
此
堀
深
広
く
し
て
今
に

壷
て
三
左
術
門
殿
堀
と
云
、
功
成
在
城
十
四
年
に
し
て
同
十
八
年
癸
丑

止
月
緋
四
日
逝
去
す
、
四
十
九
歳
な
り
（
後
略
）

○
底
本
と
し
た
『
赤
松
稲
城
録
」
は
、
史
料
編
纂
所
勝
写
本
で
、
巻
末
に
「
市

赤
松
稲
城
録
、
稲
瞬
阿
揮
東
郡
船
渡
村
〆
便
役
場
蔵
本
、
明
治
冊
一
年
六

月
編
修
長
砿
野
安
鐸
採
訪
、
明
年
Ｉ
・
月
謄
寧
了
」
と
あ
る
。
同
書
は

司
寛
政
十
三
艇
叩
年
五
月
下
旬
沁
忠
写
之
」
の
識
語
を
も
ち
、
記
述
は
榊

原
式
部
大
輔
政
祐
が
父
の
遺
跡
を
継
ぎ
享
保
卜
三
年
よ
り
当
城
（
姫
路
城
）

を
守
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
林
田
三
木
家
蔵
本
の
「
赤
松
稲
城
録
」

は
「
延
享
四
丁
卯
勝
仲
夏
望
日
奥
山
頼
貞
」
の
奥
書
が
あ
り
「
松
平
大
和
守

義
知
、
寛
保
元
奥
州
白
川
よ
り
移
り
当
城
を
守
ル
」
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

飾
磨
門
よ
り
南
に
あ
た
る
野
中
に
南
北
壱
里
余
は
上
弐
拾
間
計

之
長
堀
を
う
か
ち
両
岸
に
堤
つ
き
松
樹
を
植
ら
る
、
播
備
作
之

人
夫
に
て
築
か
れ
し
と
云
、
堀
の
惣
名
を
今
〈
三
左
衛
門
殿
堀

（
棚
）

と
唱
へ
三
国
之
役
夫
の
堀
し
所
も
今
に
堺
ノ
ー
あ
り
て
是
よ
り

南
備
前
堀
、
是
よ
り
南
播
磨
堀
・
作
州
堀
と
云
伝
へ
た
り
哩
奉

一
天
慶
長
十
二
一
年
之
頃
穿
れ
し
と
云
、
去
な
か
ら
た
し
か
成
事
を
し

ら
す
、
美
作
の
人
夫
出
し
事
い
か
成
事
二
や
、
若
淡
路
之
人
夫
を
伝
へ
あ

や
ま
れ
る
も
し
る
へ
か
ら
す
、
左
あ
ら
ん
二
は
慶
長
十

五
年
よ
り
後
の
率
な
る
へ
し
、
な
を
追
て
吟
味
す
へ
し
〔
池
田
家
履
歴
略
記

二
築
城
石
材
の
採
取
二
点

『
播
磨
鑑
』

溌
櫛
山
（
中
略
）
此
山
多
く
の
石
を
い
た
す
姫
路
城
郭
を
き

つ
き
し
時
大
石
と
も
数
も
し
ら
す
此
山
よ
り
出
た
り
其
後

代
々
の
城
主
普
請
の
時
も
此
山
の
石
を
取
玉
は
ぬ
は
な
し

（
後
略
）

『
飾
磨
郡
誌
』

（
前
略
）
同
十
三
年
再
び
大
に
城
を
営
み
、
天
守
を
建
て
、
内
廓

を
広
げ
給
ふ
、
普
請
の
節
専
ら
之
を
勤
む
。
其
時
切
り
出
せ
し

石
材
は
大
抵
蒲
田
村
山
林
内
よ
り
せ
し
由
、
今
に
石
切
矢
を
入

れ
た
る
痕
跡
到
る
所
に
多
し
（
後
略
）
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